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は  し  が  き 

 

大学が大きな変動の時代に入り、そのなかで大学生協も激しく揺さぶられています。そ

してその背景にあるのは、日本社会だけでなく地球社会そのものの大変動です。 

グローバル化と言われ始めて 20 年余りになりますが、その実質も少しずつ見えてきまし

た。私たちの住む社会がたがいに国境を越えて広がり合い、地球的規模の大きな社会を形

成しつつあるのです。 

新自由主義に乗ってこの傾向を先取りした投機的資本の横暴ばかりが目につく時期が続

きましたが、2008 年秋以降の金融危機の経済危機への拡大と深化とともに、その限界と、

それを乗り越えて進もうとする大きな流れも目に見える形を取り始めました。アメリカに

おける、同年 11 月の選挙をふまえてのアフリカ系アメリカ人大統領の登場は、その最初の

マイルストーンをはっきりと示したものです。 

市民民主主義はまだ世界中に行き渡らず、先進諸国ですらまだまだ十分に機能してはい

ませんが、革命といえるような大きな社会変革が人びとの意思表示にもとづいて進行する

過程が、地球上に広がり始めているのです。混迷を続ける日本の政治も、そのなかでしだ

いにもっと明瞭な形を取っていくことになるでしょう。 

大学はほんらい、知のセンターとして、こうした傾向を先取りし、社会にそのあり方・

行き方を示さなければならないはずです。しかし、おそろしく多様に分化しつつ、ものす

ごい勢いで進む人類知の全貌を把握し整理できないでいるあいだに、それならばむしろグ

ローバル化の流れに投じたほうが、否が応でもこれからのあり方・行き方を示さざるをえ

なくなるのではないかということで、国立大学法人化に象徴される荒療治にさらされるこ

とになってしまいました。 

国立大学を中心に、それを「聖域」であるかのように考えて、振り返ってみればかなり

安穏とも言われうる活動をしてきた大学生協にとっても、これは激流にさらされるような

ことです。私は、大学生協連会長理事に就任して以来、社会学者として主要な研究テーマ

としてきたグローバル化についての自らの知見を反省しながら、そのなかに大学と大学生

協をあらためて定位し直す営みを続けてきました。 

グローバル化の研究といっても、ひたすらマクロなものではありません。「地球的に考え、

身近なところで活動しよう Think Globally, Act Locally!」というスローガンが示すように、そ

れはとくに実践的にはマクロなものとミクロなものとを媒介し、人びとに人間として、そ

して市民としての、生き方を示すものでなくてはならないのです。なぜなら、大きな流れ

も人びとの人間としての生き方の集積から生じており、それを受けとめて変えていけるの

は、社会のあり方・行き方を決めていく主権者としての市民たちの選択と行動以外にない

のですから。 

 

 私は副会長時代から、日本各地の大学生協をできるだけ多く見るとともに、広く世界で

日本の大学生協と同じようなことをしてきている、組織や人びとの活動を体感しようとし

てきました。もし私が、日本のどこかで大学生協の組合員だったらどうするだろうか。ま

た世界のどこかで、日本の大学生協がしているのと同じようなことをするとしたら、どう

するだろうか。本書に収めた諸稿の背後でつねに考え続けていたのはこのことです。 

 会長に就任して 4 年目になるころまでに、さまざまな機会に話し、それらの録音を起こ
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して手を入れたものの分量はかなりのものになりました。本書はそれらのなかから、メイ

ンテーマにもっとも深く関わっているものを選び出し、基本的に時系列に沿って配置して

編集したものです。 

 諸稿の元となった発言の名目と年月日を「初出一覧」に示しました。これでお分かりの

ように、流れは基本的に時のそれに乗ってつくられており、自然なものであると同時に、

日本および世界各地の人びととの対話をふまえて創出的なものです。その意味でまさに弁

証法的なものといえるでしょう。 

 第 1 章で、読者は、この 4 年間の大学生協の大きな発展を大づかみにすることができま

す。グローバル化にさらされた大学生協についての直観が、ビジョンとアクションプラン

づくりをつうじて理性的に明確化され、国際交流をつうじて、「アジアのモデル、世界のモ

デルに」という、より広くより深い基礎をもった自己認識に展開していく過程を見ること

ができるはずです。 

 続く第 2 章は、こうした大学生協観を獲得してきた著者の、学生から研究者になり大学

教員として活動してきた背景を示しています。社会学者としての著者にとってこの大学

論・大学生協論はいわば応用社会学ですが、専門的研究者ではない学生・院生・職員・生

協職員などの人びとにとっても、この章は生協との関わりの多様性を感じ取る手掛かりと

なるはずです。 

 第 3 章は、大学生協の現行のビジョンとアクションプランがどのような思いと考えでつ

くられたのか、いわばビジョンとアクションプランの人間的根拠を示すものです。いろい

ろな項目が挙げられ、それらのものの網羅的で無難な整理に終わってしまいがちなこの種

のものですが、多くの議論をふまえながらもそうはさせまいとした著者の息づかいを感じ

取っていただければ幸いです。 

 これらをふまえて、第 4 章から第 6 章までは、会長理事としての著者のこれまでの理事

会における挨拶を、時系列に沿って編集したものです。福田源一郎初代会長から、福武直

第 2 代会長、大内力第 3 代会長、田中学第 4 代会長をへて第 5 代会長としての私にいたり、

大学生協連の会長は急に「小物」になったなどといわれないように、そういう意識もあっ

て少しでも意味のあることを発言しようとしてきたつもりですが、読者はそれらの幅と奥

行きについて自由に判断する「楽しみ」を与えられるはずです。 

 私としては、これら 3 つの章をつうじて、私の社会学が大学論・大学生協論への応用と

して自分で思っていたよりも有効であったこと、とりわけ社会学を狭く限定せず、できる

だけ広い学問的背景のもとで構築しようとしてきたことが、予想以上に役立ってきている

ことを感じており、この感じは、これから私がライフワークとしてまとめようとしている

市民のための社会学に、大いに役立ちそうに思っています。 

 内容的には、この 3 つの章は、第Ⅰ章で展開した私の大学論・大学生協論の細部にわた

る展開に当たるので、いちいち説明する労を省略し、読者の自由な読み方に任せようと思

います。しかし少しでも、私たちの生きる現代社会をどうとらえるかに興味のある方がた

にとっては、この 3 つの章には、振り返ってみて私自身も驚くほど、ヒントになるさまざ

まな見方やアイデアが盛り込まれているので、それらについていろいろな形で議論を返し

ていただければ幸いです。 

 散りばめた 11 のコラムは、文体も最初から違ったものですが、大学生協連広報誌の求め

に応じて、とくに現代の学生について、その多様な生き方とそれらをつうじて模索されて
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いるもの、アイデンティティという言葉そのものの有効性が疑われているような時代にそ

れでもなお求められているもの、に思いをめぐらしながら書いたものです。これらをつう

じて、これからの大学と大学生協のあり方を考えていくことに少しでも寄与することがあ

ればと思っています。 

 末尾に付した資料は、私が第三章の議論をふまえてつくった叩き台に、専門委員会の書

記が細部を加え、それに私がさらに徹底的に手を加えたうえで、全国の大学生協の議論に

かけ、諸意見を取り込んで仕上げた最終案を、2006 年 12 月の大学生協連第 50 回総会にか

けて採択した、現行のビジョンとアクションプランです。こうしたものを「画餅」にしな

いために、というのがこの本を出す主要動機の 1 つでもありますので、どうかこの機会に

もう一度お読みいただければ幸いです。 

 

 この本の元となった諸発言、およびそれらをこうした本の形にする過程で、多くの方が

たのお世話になりました。 

濱田康行副会長を初め各地域センター会長および事業連合理事長の諸先生、全国理事の

諸先生、および全国の大学生協の理事長その他の諸先生には、それぞれご専門の分野から

有益な、また時に鋭く批判的な、ご意見やご助言などをいただきました。また、和田寿昭

専務理事、秋山孝比古前常務理事、福島裕記現常務理事を初めとする大学生協連職員の皆

さんには、私の発言の舞台設定、録音、その起こし、などから今回の出版計画の細部の詰

めと決定にいたるまで、ひとかたならずお世話になりました。全国理事会に出てきている

諸氏を初め各地の大学生協の職員の皆さんにも、さまざまな機会にいろいろな形でお世話

になっています。 

さらに、日本の大学生協の特徴はその学生中心性にあることを本書でも随所で指摘して

いますが、学生委員長を初めとして全国の多くの学生、院生、留学生諸君にもさまざまな

機会にいろいろな形でお世話になりました。私は現代の学生について時にかなり厳しいこ

とを言ってきていますが、それも彼らからたくさんの元気をもらえていればこそのことで

す。学生諸君とは今後とも忌憚のない意見のやりとりを続けていきたいと思っています。 

そのほか、会長理事の職務上接触する数え切れないほどの人びとにひとかたならずお世

話になりました。 

私の秘書の井上久美子さんにも、いつもながら、原稿やゲラのチェックなどでお世話に

なっています。 

以上の方がたに心からお礼を申し上げるとともに、本書が少しでも大学と大学生協の発

展のために役立つことを願っています。 

 

 全国の大学関係者、教職員、学生、院生、留学生の皆さん、本書を手掛かりにこれから

の大学と大学生協のあり方について大いに議論し、大学と大学生協と両者の関係をどんど

ん良いものにしていこうではありませんか。 

 

2009 年 7 月 

著者 
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本 書 の 読 み 方 

 

はしがきにも書いたように、この本の構成や流れをつくることに著者はかなり苦心しま

した。最後に索引をつくりながらも、全体の流れができるだけ明瞭になるよう、用語や表

現を統一したりなど事後的に手を加えたりもしています。ですから、著者がもっとも望む

のは、最初から最後までページを繰りながら読んでいただくことです。 

しかし、大学改革と大学生協に関心をおもちの方にも、お忙しい方、さまざまな専門の

方、教員、院生、学生、留学生のほか大学の職員や生協の職員の方もいらっしゃることと

思います。そこで、ほんのご参考までに、著者としていくつかの読み方を例示させていた

だくことにしました。 

もっともお忙しい方は、取り急ぎ第Ⅰ章を読んでいただければ、と存じます。それだけでも、

急速に進んできた大学改革にたいして、大学生協がどのような考え方で、どのように活動

してきたかがお分かりいただけると思います。 

つぎに、第Ⅰ章を読んで大学改革と大学生協に関心を深め、もう少し時間のある方は、続け

て第Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ章を読んでいただければ幸いです。第Ⅰ章がいわば総論であるとすると、

第Ⅳ、Ⅴ、Ⅵ章はいわばその詳論です。大学改革と大学生協について理解を深められると

ともに、著者の現代社会認識の概要をご理解いただけるのではないかと思います。 

さらにもう少し時間のある方は、第Ⅱ章をお読みいただければと思います。大学改革と大学

生協と現代社会についてこういう認識をする著者の、個人的背景、といっても社会学者と

してそれをできるだけ現代史の展開に照らして客観的、いや相互主観的なものにしようと

努力してきた人間的背景が、お分かりいただけると思います。 

そして、さらにあと少しだけ時間のある方は、第Ⅲ章をお読みください。大きな団体あるい

は組織の「ビジョンとアクションプラン」などというものは、無難なゴタクを並べ連ねた

通り一遍のものにすぎまい、と思っていらっしゃる方が多いと思います。第Ⅲ章をお読み

いただくと、それがそうでないことをご理解いただけるのではないかと思います。この章

は、地域社会から国民社会、国際地域社会をへて地球社会にいたるまでの現状把握と将来

構想について考え続けてきた著者の、大学生協を対象にしたいわば実例提示です。 

以上どの読み方をなさる場合でも、巻末に付した「ビジョンとアクションプラン」そのもの

をお読みいただくと、以前とは異なった印象をおもちいただけると思います。どうか最後

には、グローバル化のなかで急速に進む大学改革と、それに対応しつつ自己変革を遂げよ

うと努力している、現代日本の大学生協の姿をこの資料でお確かめいただきたいと存じま

す。 
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